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ここで、UML2.0のモデル記述の

際に利用する開発プロセスについて

説明する。

UMLは表記法であり、開発プロ

セスは特定されない。そこで、今回

はUnified Process（以下UP）［４］

を用いることとする。UPは、ワー

クフローを反復的に実施し、全プロ

セスをフェーズという単位で管理す

る開発プロセスである。ワークフロ

ただく。

ここでは、実際のシステム開発に

おけるUML2.0のダイアグラム利用

方法の一例を示すことが目的である

ため、代表的なダイアグラムのみを

用いてモデル記述を行うこととする。

静的構造を表すダイアグラムから

はクラス図、コンポジット構造図、

コンポーネント図をとりあげる。ま

た、振る舞い図からは、シーケンス

図、相互作用概要図、ユースケース

図、アクティビティ図をとりあげる。

本連載において、前回までに

UML2.0の特徴、及びUML1.Xから

の変更点について解説を行った。今

回は、より具体的な例題を用いて、

UML2.0によるモデル記述を行い、

システム開発におけるUML2.0ダイ

アグラムの利用方法の一例を紹介す

る。

UML2.0は、UML1.Xに比べて厳

密にダイアグラムを記述できるとい

う特徴がある。今回はその特徴に注

目し、UML2.0とUML1.Xのモデル

記述の相違点を中心に解説を行う。

なお、本稿はUML1.Xをご存知

の読者を対象としたものである。

UML1.Xの詳細に興味がある読者

は、恐縮だが、本誌で過去に連載さ

れた UML 紹介記事［１］等を参照し

ていただきたい。

UML2.0の仕様［２］で定義されてい

るダイアグラムの一覧を表１に示す。

それぞれのダイアグラムの詳細につい

ては前回までの連載記事［３］に記述し

てあるため、ここでは省略させてい
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◆1 はじめに

◆2 解説に用いるダイアグラム
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分類� ダイアグラム名�

振る舞い図�

アクティビティ図�

状態機械図�

ユースケース図�

                        タイミング図�

                        相互作用概要図�

                        
コミュニケーション図�ン図�

                        シーケンス図�

相互作用図�

表1 UML2.0のダイアグラム一覧

◆3 解説で用いる開発プロセス



ーとして「要求」「分析」「設計」

「実装」等が定義されている。今回

は、解説を簡単にするため反復やフ

ェーズは考慮せず、ワークフロー

「要求」と「分析」に絞ってモデル

記述を行う。また、成果物について

は、UMLダイアグラムの記述例を

紹介することが目的であるため、最

小限のUMLモデルのみを作成対象

とする。

それぞれのワークフローでは次の

ように作業を実施する。要求ワーク

フローではシステムの持つ機能に着

目し、「システムへの要求」を定義

する。

分析ワークフローでは「どんなシ

ステムを作るか」に注目してオブジ

ェクトの抽出を行う。その過程で、

オブジェクト同士の関係をあらわす

構造の分析や、オブジェクトの相互

作用について分析する。

各ワークフローの成果物となる

UMLダイアグラムは以下の通りと

する。

【要求ワークフロー】

・ユースケース図

【分析ワークフロー】

・分析クラス図（クラス図）

・シーケンス図

・アクティビティ図

では、次に例題となる業務につい

て説明する。例題業務はWebサイ

ト上でのパソコン販売であり、以下

のような動作を行う。

・購入者はパソコン販売システムに

アクセスしてパソコンの検索を行

い、パソコンの購入を行う。

・パソコン検索結果一覧では、パソ

コンとその構成部品が一覧で表示

される。

・パソコン販売システムでは、クレ

ジットカードで決済を受け付け、

決済後に商品配送を手配する。

ここから、３節で示した開発プロ

セスに沿って作成した、４節に示し

た例題業務のUML2.0のモデルにつ

いて解説していく。

５.１要求

［ユースケース図］

システムの機能をユースケース図

で示す（図１）。

UML2.0のユースケース図では、

アクターのアイコンとして人型の他

に任意のアイコンを利用できる。図

１では、クレジットカード会社のア

イコンとしてコンピュータを使うこ

とで、アクターが人でないことが一

目でわかるようになっている。

UML1.Xと比べて異なる主な点は、

アクターのアイコンを自由に選べる

こと、アクターとユースケースの多

重度を記述できること等である。

５.２分析

［分析クラス図］

ユースケース図を元に、クラスを

抽出し、クラス構造や関連等を整理
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◆4 解説で用いる業務例題

◆5 UML2.0での開発例
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図1 ユースケース図



テム」クラスは、「配送手配」イン

タフェースとして外部に公開してい

るコンポーネントであることがわか

る。「ユーザコントロール」クラス

は「配送システム」コンポーネント

が公開している「配送手配」インタ

フェースを利用する、ということも

表現されている。

UML1.Xにおいては、インタフェ

ースを利用する側に対する特別な記

法は用意されておらず、汎用的に用

いられる依存線等を使って表現して

いた。UML2.0ではインタフェース

を要求する側にも記法を与え、単純

なアイコンを用いることで、視覚的

なわかりやすさを向上させることが

できた。インタフェースを提供する

側として、クラスだけでなくコンポ

ーネントも定義できるようになった。

また、UML2.0において、「認証

システム」、「配送システム」のよう

に複数のクラスから構成されるクラ

ス群を表すコンポーネントは、コン

ポジット構造図を用いてその内部構

造を表すことができる。図３に、配

送システムが、在庫システム及び配

車システムで構成されている様子を

示す。

したUML2.0のクラス図（分析クラ

ス図）の例を図２に示す。

図２では、「パソコン」クラスがコ

ンポジット構造図で表されており、

パソコン内部が、「CPU」クラスや

「メモリー」クラスといった部品で構

成されていることがわかる。また、

「CPU」クラスや「メモリー」クラ

スは「マザーボード」クラスと関連

を持っていることも表されている。

UML1.Xの記法では、「パソコン」

と部品の関係は、合成集約で記述す

ることができる。しかし、この場合、

部品が「パソコン」を構成する要素

であることを視覚的に把握すること

は難しい場合がある。コンポジット

構造図で記述することにより、従来

の記述方法よりも把握しやすくなっ

ている。

また、図２において、「配送シス
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［シーケンス図］

図４に、図１におけるユースケー

ス「パソコンを購入する」を実現す

るオブジェクトの相互作用を表す

UML2.0のシーケンス図を示す。

図４-aの「購入する」シーケンス

図では相互作用オカレンスを用いて

全体の流れが表現されている。図

４-bの３つのシーケンス図が、図

４-aの「購入する」シーケンス図か

ら参照されている図である。これら

はそれぞれ、図１において、ユース

ケース「パソコンを購入する」が

includeしているユースケース「ユ

ーザ情報を登録する」、「クレジット

カード情報を登録する」、「配送設定

をする」を実現するオブジェクトの

シーケンス図である。このように、

相互作用オカレンスを用いること

で、ユースケースの includeを忠実

に表現するシーケンス図を記述する

ことができる。また、図４-bの「ク

レジットカード情報を登録する」シ

ーケンス図では、結合フラグメント

を用いてクレジットカードの認証が

OKだった場合とNGだった場合の

両方の記述を行っている。つまり、

シーケンス図内で条件分岐を記述で

きるため、１つのシーケンス図内で、

相互作用を厳密に記述できる。

相互作用オカレンスや結合フラグ

メントはUML1.Xにはない仕様で

ある。これらの仕様により、これま

で厳密には記述できなかった条件分

岐の記述が可能になった。

なお、図４-bに示すシーケンス図

の実行順序を表すには、相互作用オ

カレンス以外に、相互作用概要図を

用いることができる（図５）。

図６-aに示すような、ユースケー

ス「パソコンを検索する」を実現す

るクラス「商品コントロール」のメ

ソッド「検索する」の内部動作を記
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５.２に示した図１、図４～図６の

振る舞い図（ユースケース図、シーケ

ンス図、相互作用概要図、アクティビ

ティ図）の階層関係を図7に示す。

システムの概要を表すユースケース

図から、メソッド内の動作を表すアク

ティビティ図まで、いくつかの振る舞

い図を用いて、システム内の動作を概

要レベルから詳細レベルまで階層的に

表すことができることがわかる。

UML1.Xでは、コラボレーション

図とシーケンス図の関係を除き、振

る舞い図のダイアグラム間の関係は

表現ができなかった。UML2.0でダ

イアグラム間の関係が定義でき、大

量のモデルを構造化して把握するこ

とが可能になった。

今回は、UML2.0のダイアグラム

のうち、主なものを用いたモデル記

述の一例を示した。そして、

UML2.0のダイアグラムではシステ

ムを厳密に定義できるようになり、

ダイアグラム間の関係においては階

層構造を定義することができるよう

になったことを示した。

ここで、UML2.0はUML1.Xに比

べてどのような利点があるのかにつ

述したUML2.0のアクティビティ図

を図６-bに示す。

図では、商品を検索した結果が１

件以上だった場合、0件だった場合、

例外が発生した場合の動作を表して

いる。検索結果が１件以上だった場

合、商品であるパソコンを構成する

部品の情報を取得し、呼び出し元に

通知している。

図６ -bに記述しているように、

U M L 2 . 0のアクティビティ図は

UML1.Xになかった例外処理の表記

法が追加されたため、業務概要を表

すだけでなく、メソッド内部の動作

記述用としても詳細な記述を行うこ

とができるようになった。

126 2004 Vol.41 No.8

：商品�
コントロール�

検索する�

sd パソコンを検索する�
商品を検索する�

0件であることを通知�

[検索結果が�1件以上�] [検索結果が�0件�]

商品コントロール�

例外処理�

例外コントロール�

パソコン販売システム�

パソコンの構成部品�
取得�

パソコンの構成部品�
通知�

パソコンの�
構成部品�

図6-a

図6-b

図6 メソッド「検索する」の内部処理を表すアクティビティ図

◆7 まとめ

◆6 ダイアグラム間の関係



いてまとめる。

UML2.0は、UML1.Xに比べて厳

密な記述が可能である。そのため、

概要だけでなく詳細な内容を、図を

使って正確に伝えることに適してい

ると言える。また、各ダイアグラム

間の関係を明確に定義できるように

なったことも重要な利点である。

UML2.0は、これまでに比べて多

くのことを厳密に記述できるように

なる。しかし、全ての記法を用いて

過度な厳密さを求めてモデル記述を

行う必要はない。各開発プロジェク

トにおいて、それぞれの作業の目的

に応じた記法を選択し、詳細度を決

めてモデル記述を行うことが重要で

ある。これはUML1.Xを使う場合

と変わらないと言える。

さて、これまで、UML2.0の記法

とその記述例を示してきた。最終回

である次回は少し視点を変え、

UML2.0と今話題になりつつある

MDA（Model Driven Architecture）

の関係について解説する予定である。

1272004 Vol.41 No.8

参考文献
[１] 山本修一郎,UML の基礎と応用(連載
記事 ) ビジネスコミュニケーショ
ン,Vol.38, No.9, 2001- Vol.40, No.3,
2003

[２] OMG, UML2.0 Superstructure
Final Adopted specification,
http://www.omg.org/UML, 2003 .

[３] UML2.0入門(本連載)、第1回～第4
回 ,  ビジネスコミュニケーショ
ン,Vol.41, No.4-7, 2004. 

[４] Ivar Jacobson, Grady Booch and
James Rumbaugh, The Unified
Software Development Process (1st
edition), Addison-Wesley Professional,
1999. 

<<subsystem>>
パソコン販売システム�

1

1

1

0..1

0..1

0..1

0..* 1

<<include>>

<<include>>

クレジットカード会社�

購入者�

1

配送会社�

<<include>>

0..*

：ユーザ�
コントロール�

購入する�

sd購入する�

ref

ユーザ情報を登録する（ユーザ情報）�

ref

クレジットカード情報を登録する（カード情報）�

alt ［カード認証結果�=OK ］�

［カード認証結果�=ＮＧ］�

配送設定をする（商品情報）�

ref

：ユーザ�
コントロール�

登録する（ユーザ情報）�

：購入者�生成�

sdユーザ情報を登録する�

：クレジットカード�
コントロール�

登録する（カード情報）�

：認証�

認証する�

sdクレジットカード情報を登録する�

：クレジット�
カード�

生成�

OK

NG

alt ［認証結果�=OK ］�

［認証結果�=NG ］�

【図�1】�

【図�4-a】� 【図�4-b】�

【図�6-b】�

概要�

詳細�

sd購入する�

ref

ユーザ情報を登録する（ユーザ情報）�

ref

クレジットカード情報を登録する（カード情報）�

配送設定をする（商品情報）�

ref

［カード認証結果�=ＮＧ］�

【図�5】�

：商品�
コントロール�

検索する�

sdパソコンを検索する�

【図�6-a】�

[検索結果が１件以上�
�

] [検索結果が�0件�]

商品コントロール� 例外コントロール�

パソコン販売システム�

パソコンの�
構成部品�

パソコンを検索する�

パソコンを�
ショッピングカートに�

入れる�

パソコンを購入する�

ユーザ情報を登録する�

クレジットカード情報を�
登録する�

配送設定する�

パソコンの構成部品�
通知�

パソコンの構成部品�
取得�

0件であることを通知�

商品を検索する�

例外処理�

：ユーザ�
コントロール�

［カード認証結果�=OK ］�

図7 振る舞い図の関係


